
Vol. 78
令 和 ７ 年 ８ 月 １ 日 発 行
発 行：長　浜　市　議　会
編 集：広 報 広 聴 委 員 会

ロハスタイル
「ロハスタイル」は、長浜市で活動しているエコ団体です。
毎月第 4日曜日の午前中に清掃活動を実施し、地域の環
境美化に取り組んでいます。
「地球にやさしい暮らし」のために、持続可能な社会づ
くりを目指して活動しています。

市議会だよりは
「電子版」でも
ご覧いただけます。

今号の表紙
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総務教育常任委員会　　６月18日

健康福祉常任委員会　　６月17日

◦　�議案第 58号　損害賠償の額を定めること他１件、請願２件について審査しました。また、丹生
ダム建設事業の中止に伴う地域整備実施計画（令和７年版）の改訂版について担当課から説明
を受けました。

◦　�議案第 57号　長浜市税条例の一部改正について審査しました。また、物価高騰対応重点支援地
方創生臨時交付金の算定誤りに係る対応方針について担当課から説明を受けました。

　市議会は、この一年に相次いで発生した事務執行上の不適正な対応について、「適正な事務執
行を求める決議」を令和７年６月定例月議会において全会一致で可決しました。

　この一年間、執行部による事務ミスが複数報告されており、いずれも市民や議会の信頼を損な
うことにつながるものです。再発防止に向けて執行部からはその都度、対策が示されてきました
が、その後も不適正な事務処理が繰り返されている現状を市議会は重く受け止め、今回の決議に
至りました。

　決議では、市長をはじめとする執行部に対し、以下３点について申し入れしました。

１�不適正な事務執行の原因分析を厳密に行うこと

２�職員の意識改革と組織全体としての再発防止策構築を早期に行い、リスク管理を徹底すること

３�議会への情報提供を適時適切に行うこと

　市議会としては、こうした取組を通じて市民の信頼を回復できるよう、今後も執行部に対する
監視と提言を強化し、再発防止策の実施状況を注視してまいります。

決議書の
全文はこちら

令和７年６月定例月議会　常任委員会審査報告

「適正な事務執行を求める決議」を全員一致で可決

　各常任委員会に付託された議案及び請願について、審査内容の一部を紹介します。採決結果は 11ペー
ジをご覧ください。

令和７年６月定例月議会
会期／５月30日〜６月24日
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Q　�議案第 55号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第１号）のうち、自主防災体制づくり事業
費について、同報系防災行政無線工事請負費 5,000 万円の根拠及びこれまでの進捗状況は。

A　�インフレスライドを含めての5,000万円であり、山中での工事のため、幅２メートル、延長600
メートル、厚さ15センチメートルのコンクリートの管理用道路の全面補修に約4,800万円かか
ります。進捗状況は、現在移設工事と撤去工事が残っており、工事の３分の２が完了しています。

意見 　�議案第 55号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第１号）のうち小学校校舎等維持管理
経費及び中学校校舎等維持管理経費について、材料費内訳も含めた区分ごとの詳細な説明を
行われたい。

Q　�議案第 55号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第１号）のうち、しょうがい福祉施設整備
支援事業費について、本施設は利用希望者にとって待望のものであるが入所枠が限られている
ことから、入所の決定に市はどのように関与するのか。

A　�入所の決定は市及び関係機関で協議のうえ進める予定であり、市としても必要な方が適切に利
用できるよう支援していきます。

Q　�今後の運営について、市が補助を行う予定があるのか。
A　�市として運営費の補助を行う予定はありません。

議案第55号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第１号）のうち㈱黒壁経営改革資金貸付金について
Q　�金融機関が行うべきことではないのか。
A　�同社には多額の債務があり、金融機関のみによる新たな貸付は難しい。
意見 　�黒字化を達成済で、新たに地域経済活性化支援機構を役員に迎え、多額の報酬を支払うとい

う会社に市が貸付を行う必要があるのか疑問。
意見 　�市内には他にも複数の第三セクターがある。公平に同等の支援を。
意見 　�これまでは同社が担う事業の公共性から公金を投じてきた。今後、採算性重視に舵を切るの

であれば十分議論を。
意見 　�市は同社の株式を35%以上保有しており、特別決議を否決できる。市は責任感をもって方針・

方向性を示してほしい。

各分科会から議案結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。
付言 　�議案第55号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第１号）のうち、㈱黒壁経営改革資金貸付

金について、経営改善を進めるための運転資金を貸し付けるものであるとの説明がなされたが、
これまでの補助金や今回の貸付金が、市の財政状況が厳しい中投じられる公金であることに鑑み、
同社には今後３年間で７億4,000万円の債務を最大限縮減していただくことを期待するととも
に、市当局には本貸付金の費用対効果を今後十分に検証し、また、同社について今後重大な決定
がなされる際は適時適切に議会に報告し、当該決定について議会が議論する機会を確保されるよ
う求める。

付言 　�これまでにも指摘しているように、予算審査においては、事業の目的、経緯及び積算根拠を示す
詳細な資料を提出するとともに、説明を十分に行われたい。

予算常任委員会総務教育分科会　　６月18日

予算常任委員会健康福祉分科会　　６月17日

予算常任委員会産業建設分科会　　６月16日

予算常任委員会（全体会）　　６月20日

令和７年６月定例月議会　予算常任委員会報告
　予算常任委員会に付託された議案３件について審査しました。
　審査内容のうち主なものを紹介します。

令和７年６月定例月議会
会期／５月30日〜６月24日
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６月定例月議会では、16 人の議員が個人
一般質問を行いました。

 個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、５～10 ページに掲載しています。

○伊藤喜久雄 議員� ①誰もが幸せ（ウェルビーイング）を実感できる長浜市について
� ②近隣３市との連携について
○多賀　修平 議員� ①病院問題についての市の考えについて　　②長浜市政の批判について
○押谷　正春 議員� ①姉川・高時川の濁水対策について　　②竹生島の電力対策について
� ③「ながはまゼロカーボンビジョン2050」の進捗状況について
○藤井　　登 議員� ①教職員の声を生かしたタブレット教育の在り方について
� ②長浜市の英語教育の方向性と体制整備について
� ③曳山祭の担い手不足への対応と持続可能性について
� ④電動キックボードの本格運用について
○矢守　昭男 議員� ①近年の大震災から学んだことについて　　②農業振興施策等について
� ③（仮称）小谷城戦国ミュージアムの規模について　　④幼・小・中学校等の運営について
� ⑤道路等の維持管理について　　⑥森林火災の備えについて
� ⑦令和６年度の市立長浜病院・長浜市立湖北病院の赤字について
� ⑧「学びの多様化学校」等について　　⑨長浜市の子育て支援について
� ⑩南長浜地域について
○岩川　信子 議員� ①特定屋外喫煙場所の設置と受動喫煙防止の取組について
� ②健康寿命の延伸を目指した特定健診・人間ドックの受診率向上と啓発の取組について
� ③防災備蓄倉庫の耐震強化と分散備蓄体制の構築について
○北川　陽大 議員� ①将来に向けての公共施設の複合化について
� ②まちづくりセンターの今後の運営について　　③市長と議会の関係性について
○村山さおり 議員� ①学校給食について　　②５歳児健診について　　③不登校児童生徒への支援について
� ④タブレット端末を使った授業の実施状況と現場支援について
○鬼頭　明男 議員� ①生活保護ケースワーカーの負担軽減について
� ②高齢者を対象とした安全運転支援装置の助成について
� ③各種補助金の継続と増額について　　④新しい防災情報等配信サービスの導入について
○中川　　勇 議員� ①市立長浜病院の経営再建に向けた病院全体の意識改革の醸成等について
� ②多様化・複雑化する独居等高齢者世帯での家事代行サービス等について
� ③昼間時間帯における琵琶湖線新快速(米原～長浜間)の減便復活に向けた取組について
� ④滋賀県造林公社の解散方針公表を受けての市の今後の対応等について
� ⑤中心市街地等のまちづくりと黒壁のこれまでの役割等について
○杉本　英一 議員� ①自治会の現状について　　②「学びの多様化学校」開設について
� ③長浜市フリースクール等民間施設利用児童生徒支援補助金制度について
� ④防災行政無線移設工事について　　⑤病院事業の諸課題に対する今後の取組について
○竹本　直隆 議員� ①公共施設等総合管理計画について　　②住宅支援について
� ③持続可能な米づくりについて
� ④朝日漁業協同組合による朝日漁港の適切な運用・管理について
○加納　義之 議員� ①産業としての観光施策（稼ぐ観光）について　　②産官学連携事業の展開について
� ③若者の定住施策について　　④移動販売の取組について
○田中　真浩 議員� ①長浜市病院事業の経常損益に対する経営改善について
� ②事業管理者が病院長となっていることについて
○中川リョウ 議員� ①次期総合計画の策定について　　②こども若者施策の推進について
� ③教育環境の充実について　　④長浜市病院事業について　　⑤生活排水処理について
○橋本　典子 議員� ①宅地造成及び特定盛土等規制法（通称：盛土規制法）について　　②乳幼児健診について
� ③「北近江豊臣博覧会」に伴う市街地の環境整備について

市政を問う
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各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

問　

現
在
も
な
お
、
濁
水

が
続
い
て
い
る
状
況
下
、

今
後
の
姉
川
・
高
時
川
の

濁
水
対
策
に
む
け
た
市
と

し
て
の
対
応
に
つ
い
て
問

う
。

答　

現
在
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
の
分
析
結
果
や
こ
れ

ま
で
の
対
策
の
進
捗
を
踏

ま
え
、
さ
ら
な
る
効
果
的

な
対
策
を
で
き
る
限
り
早

期
に
講
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
県
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大

音
波
谷
川
に
お
け
る
治
山

堰
堤
の
設
置
や
高
時
川
の

浚
渫
等
の
河
川
維
持
及
び

河
川
整
備
の
着
実
な
実
行

に
つ
い
て
も
、
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

も
、
鮎
踊
る
姉
川
・
高
時

川
の
清
流
が
早
期
に
元
の

姿
に
戻
り
ま
す
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
実
効
性
の
あ

る
対
策
を
求
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

押
谷
　
正
春
　
議
員

（
新
し
い
風
）

姉
川・高
時
川
の

濁
水
対
策
を
‼
 

問　

病
院
問
題
に
つ
い
て

は
、
昨
年
12
月
に
市
立
２

病
院
の
経
営
悪
化
が
取
り

ざ
た
さ
れ
、
今
日
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
は
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出

回
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

市
長
が
一
丁
目
一
番
地
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た

そ
の
原
点
に
つ
い
て
問

う
。

答　
「
大
切
な
医
療
を
確

保
す
る
こ
と
」
を
政
策
の

柱
に
掲
げ
、
市
民
生
活
に

直
結
す
る
極
め
て
重
要
な

事
項
と
し
て
、
そ
の
実
現

に
強
い
思
い
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
地
域
医
療

構
想
に
基
づ
く
病
院
再
編

が
急
務
と
な
る
中
、
市
民

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
未
来
の
た

め
に
、「
県
北
の
健
康
医

療
都
市
」
を
目
標
に
「
マ

グ
ネ
ッ
ト
病
院
群
」
を
形

成
す
る
方
針
を
示
し
ま
し

た
。
湖
北
の
医
療
、
そ
し

て
市
民
の
健
康
で
安
心
な

暮
ら
し
を
守
り
た
い
と
い

う
思
い
が
、
病
院
再
編
を

進
め
る
原
点
で
す
。

多
賀
　
修
平
　
議
員（

無
会
派
）

病
院
問
題
に
つ
い
て

市
の
考
え
を

姉川

問　
「
幸
せ
の
実
感
度
」
と

い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
福
祉
や
医
療
、
教

育
、
子
育
て
な
ど
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
「
長

浜
は
幸
福
度
の
高
い
ま

ち
」
だ
と
感
じ
て
も
ら
え

る
取
組
（
幸
福
度
の
向
上
）

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
軸

足
を
置
い
た
行
政
そ
の
も

の
と
考
え
る
が
、
見
解
を

問
う
。

答　

市
民
の
声
を
施
策
に

反
映
さ
せ
、
多
様
な
価
値

観
に
応
え
る
こ
と
も
行
政

の
使
命
で
す
。
引
き
続
き
、

市
民
が
幸
福
を
実
感
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

問　

幸
福
度
向
上
の
た

め
、
国
や
各
市
で
は
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
指
標
を

生
か
し
た
先
進
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　

こ
の
指
標
は
施
策
の

有
効
性
を
定
量
的
・
定
性

的
に
判
断
で
き
る
一
方
、

目
標
値
設
定
や
効
果
測
定

の
手
法
等
で
さ
ら
に
研
究

が
必
要
な
た
め
、
他
市
の

状
況
を
み
て
検
討
し
ま

す
。

伊
藤
　
喜
久
雄
　
議
員

（
恵
風
会
）

誰
も
が
幸
せ（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
）を
実
感
で
き
る

長
浜
市
の
実
現
に
向
け
て
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各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問

問　

市
街
地
で
は
歩
き
た

ば
こ
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨

て
の
問
題
が
あ
る
一
方
、

喫
煙
者
に
と
っ
て
の
適
切

な
喫
煙
場
所
が
限
ら
れ
て

い
る
現
状
も
あ
る
。
ト
ラ

ブ
ル
防
止
や
マ
ナ
ー
向
上

の
た
め
、
地
域
住
民
や
商

店
街
等
と
連
携
し
た
屋
外

喫
煙
所
を
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

問
う
。

答　

屋
外
喫
煙
所
の
設
置

は
、
歩
き
た
ば
こ
や
ポ
イ

捨
て
の
抑
制
が
期
待
で
き

る
一
方
、
煙
の
流
出
に
よ

る
周
辺
へ
の
受
動
喫
煙
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
や
市
街

地
で
は
立
地
条
件
等
の
課

題
に
加
え
、
市
民
の
健
康

意
識
の
高
ま
り
と
い
っ
た

社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
た

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ず
は
受
動
喫
煙
防
止

の
観
点
か
ら
喫
煙
マ
ナ
ー

の
重
要
性
を
理
解
い
た
だ

く
た
め
、
広
報
や
個
別
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
効
果
的
な
啓

発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

岩
川
　
信
子
　
議
員（

恵
風
会
）

吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も

快
適
に
！
屋
外
喫
煙
所
で

歩
き
た
ば
こ
対
策
を

問　

当
該
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
当
初
計
画
よ
り
規
模

や
予
算
を
縮
小
し
て
い
る

が
、
五
先
賢
の
館
、
近
江

孤
篷
庵
、
小
堀
遠
州
公
、

小
室
城
跡
、
赤
田
家
住
宅

や
姉
川
古
戦
場
な
ど
河
毛

駅
周
辺
の
多
く
の
史
跡
を

生
か
し
た
地
域
活
性
化
が

図
れ
る
の
か
問
う
。

答　

当
該
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
市

内
の
城
跡
等
の
ガ
イ
ド
機

能
と
、
人
の
流
れ
を
作
り

出
す
ハ
ブ
機
能
を
持
た
せ

ま
す
。「
戦
国
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
資
料
館
と
い
う

特
色
を
生
か
し
、
来
場
者

の
皆
さ
ま
が
市
内
外
の
博

物
館
や
資
料
館
、
更
に
は
、

史
跡
名
所
等
を
周
遊
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
必
ず
や
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。「
戦
国

の
ま
ち
長
浜
」
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
本

市
に
更
な
る
賑
わ
い
を
創

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

矢
守
　
昭
男
　
議
員

（
新
し
い
風
）

（
仮
称
）小
谷
城
戦
国

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

規
模
と
地
域
活
性
化
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ミュージアムのレイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 100 ㎡ 

事務室 書庫 

ワーク 
スペース 

一時 
保管庫 

屋根下スペース 

正面入口 

屋外トイレ 

入口 

約 100 ㎡ 

約 100 ㎡ 

機
械
室 

設備 
スペース 

屋内トイレ 

搬出入口 

問　

長
浜
曳
山
祭
は
地

域
の
宝
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
認

め
ら
れ
た
文
化
遺
産
で
あ

る
。
し
か
し
近
年
、
曳
き

手
不
足
が
課
題
と
な
り
、

各
組
が
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

継
承
に
向
け
て
は
、
多
様

な
主
体
と
の
官
民
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
新
た
な

担
い
手
確
保
の
仕
組
み
に

つ
い
て
、
当
局
の
見
解
を

問
う
。

答　

曳
き
手
の
確
保
が

年
々
困
難
に
な
る
中
、
総

当
番
が
各
団
体
に
協
力
を

依
頼
し
、
山
組
同
士
も
連

携
し
て
山
曳
き
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
十
分
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
本
市
と
し

て
も
、
皆
さ
ま
の
思
い
を

十
分
に
尊
重
し
つ
つ
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
と

い
っ
た
社
会
的
課
題
に

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

様
々
な
団
体
や
企
業
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
知
恵
を
出

し
、
地
域
全
体
で
長
浜
曳

山
祭
を
支
え
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

伝統を曳く、未来を曳く

ミュージアムのレイアウト

藤
井
　
登
　
議
員

（
恵
風
会
）

地
域
の
誇
り
を

未
来
へ
つ
な
げ
る
力
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個 人 一 般 質 問

問　

大
雨
や
台
風
、
地

震
と
い
っ
た
災
害
に
関
す

る
情
報
や
、
災
害
の
発
生

が
予
測
さ
れ
る
場
合
の
警

報
、
避
難
情
報
な
ど
、
よ

り
多
く
の
方
に
災
害
時
の

防
災
情
報
等
を
届
け
る
た

め
に
、
防
災
情
報
等
を
電

話
等
に
連
絡
す
る
シ
ス
テ

ム
（
防
災
コ
ー
ル
）
の
受

付
を
開
始
し
た
が
、
周
知

方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答　

４
月
の
市
長
定
例
記

者
会
見
を
通
じ
た
新
聞
等

の
メ
デ
ィ
ア
で
の
広
報
に

加
え
、
防
災
危
機
管
理
課
、

北
部
合
同
庁
舎
、
各
分
庁

舎
の
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
設

置
、
さ
ら
に
、
市
公
式
Ｈ
Ｐ

や
広
報
な
が
は
ま
６
月
号

へ
の
掲
載
、
自
治
会
長
会

で
の
案
内
、
６
月
１
日
号

の
組
回
覧
な
ど
、
様
々
な

手
段
を
活
用
し
、
周
知
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
世
帯
や
し
ょ
う
が

い
の
あ
る
方
な
ど
、
防
災

情
報
の
収
集
が
難
し
い

方
々
に
対
し
て
も
、
個
別

に
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

鬼
頭
　
明
男
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

防
災
情
報
等
を
電
話
等
に

連
絡
す
る
シ
ス
テ
ム
の

周
知
徹
底
を
！

問　

本
市
の
５
歳
児
健
診

の
実
施
予
定
に
つ
い
て
問

う
。

答　

健
診
の
目
的
を
果

た
す
に
は
、
健
康
福
祉
部

と
教
育
委
員
会
な
ど
関
係

部
局
は
じ
め
多
職
種･
多

部
門
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
こ
ど
も
家
庭
庁
が
目

指
す
２
０
２
８
年
度
ま
で

の
実
施
率
１
０
０
％
に
向

け
、
本
市
で
も
実
施
に
向

け
た
検
討
を
始
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問　

３
歳
８
か
月
児
健

診
の
後
、
療
育
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ

る
の
か
、
ま
た
そ
の
場
合

の
支
援
体
制
に
つ
い
て
問

う
。

答　

４
歳
、
５
歳
は
子

ど
も
の
学
び
や
社
会
性
を

育
む
重
要
な
時
期
と
認
識

し
、
相
談
窓
口
を
設
け
て

お
り
ま
す
。
相
談
の
多
く

は
ご
家
族
や
園
の
先
生
の

気
づ
き
で
ご
連
絡
頂
き
、

心
理
判
定
員
が
個
別
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
３
歳
８
か
月
児
健

診
後
に
１
６
９
人
の
相
談

を
受
け
、
そ
の
う
ち
75
人

を
児
童
発
達
支
援
事
業
所

に
繋
げ
て
い
ま
す
。

村
山
　
さ
お
り
　
議
員

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
よ
り

子
ど
も
の
育
ち
に
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
を

問　

人
口
減
少
、
高
齢
化

社
会
を
見
据
え
、
現
在
、

長
浜
市
で
は
公
共
施
設
の

整
理
を
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
光
熱

水
費
や
人
件
費
の
急
激
な

高
騰
で
、
現
在
の
ペ
ー
ス

の
整
理
で
は
財
政
維
持
が

で
き
な
い
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
小

学
校
や
分
庁
舎
、
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
複

合
施
設
と
し
、
保
有
す
る

公
共
施
設
の
延
床
面
積
を

減
ら
す
工
夫
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
。
ま
た
、
施
設

の
複
合
化
に
よ
り
新
た
な

交
流
拠
点
を
作
る
べ
き
と

考
え
る
。

　

今
後
の
公
共
施
設
の
複

合
化
に
つ
い
て
市
の
見
解

を
問
う
。

答　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
公
共
施
設
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
今
後
、
公
共
施
設
の

総
量
縮
減
を
目
指
し
つ
つ

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る

た
め
、
施
設
の
複
合
化
や

多
機
能
化
は
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

北
川
　
陽
大
　
議
員

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

将
来
に
向
け
た

公
共
施
設
の
複
合
化
を
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問　

漁
業
を
生
業
と
す
る

正
組
合
員
が
、
高
齢
化
等

に
よ
り
引
退
さ
れ
る
と
、

全
く
漁
業
を
し
て
い
な
い

準
組
合
員
が
正
組
合
員
に

な
る
な
ど
の
事
例
が
発
生

し
、
漁
港
が
目
的
外
使
用

さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
管
理
者

で
あ
る
市
に
無
断
で
、
特

定
の
業
者
が
漁
港
内
で
の

港
を
使
っ
た
係
留
及
び
賃

貸
駐
艇
場
の
区
画
整
備
を

計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
漁
港
の
規
約
を
遵

守
し
な
い
特
定
の
業
者
に

よ
る
漁
港
の
私
物
化
と
も

い
え
る
行
為
に
対
し
て

は
、
市
は
許
可
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い

か
、
見
解
を
問
う
。

答　

本
市
で
は
、
現
在

で
も
賃
貸
事
業
は
許
可
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
目
的
外

の
利
用
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
、
公
の
施
設
で
あ
る
尾

上
漁
港
を
適
正
に
管
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

竹
本
　
直
隆
　
議
員

（
新
し
い
風
）

朝
日
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る

漁
港
の
適
切
な
運
用・管
理

問　

一
年
前
に
撤
去
工

事
の
契
約
を
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ

未
着
工
で
あ
る
。
設
置
場

所
へ
の
進
入
路
の
門
扉
の

鍵
が
替
え
ら
れ
工
事
が
で

き
な
い
と
か
、
地
権
者
が

市
に
設
置
場
所
の
山
を
買

い
取
れ
な
ど
と
要
求
し
て

い
る
そ
う
だ
が
、
一
体
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
問

う
。

答　

防
災
行
政
無
線
上
草

野
中
継
局
は
、
地
権
者
の

申
出
を
受
け
昨
年
７
月
に

撤
去
・
移
設
工
事
を
発
注

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

権
者
か
ら
使
用
貸
借
中
の

土
地
の
買
取
り
や
損
害
賠

償
を
求
め
る
文
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
市
は
書

面
で
拒
否
す
る
旨
回
答
し

ま
し
た
。
今
年
４
月
の
工

事
へ
の
着
手
の
際
、
門
扉

の
鍵
が
変
更
さ
れ
て
い
た

た
め
、
鍵
の
解
錠
と
工
事

現
場
へ
立
ち
入
る
こ
と
を

妨
害
し
な
い
こ
と
な
ど
の

決
定
を
求
め
る
仮
処
分
の

申
立
て
を
大
津
地
方
裁
判

所
長
浜
支
部
へ
行
い
ま
し

た
。

尾上漁港

防災行政無線上草野中継局

杉
本
　
英
一
　
議
員（

無
会
派
）

防
災
行
政
無
線
移
設
工
事

問　

独
居
等
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
家
事

代
行
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と

課
題
の
把
握
を
問
う
。

答　

取
組
の
一
例
と
し

て
、
地
域
住
民
の
互
助
に

よ
る
生
活
の
困
り
ご
と
支

援
を
行
う
８
つ
の
生
活
支

援
団
体
が
活
動
し
、
屋
外

で
は
庭
木
の
手
入
れ
、
ゴ

ミ
出
し
、
除
雪
、
買
い
物

支
援
等
を
、
屋
内
で
は
電

球
の
交
換
や
家
具
の
移
動

や
掃
除
等
の
困
り
ご
と
の

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
長
浜
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
「
生

活
支
援
型
訪
問
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
買
い
物
、
洗

濯
、
掃
除
、
調
理
、
話
し

相
手
、
ゴ
ミ
出
し
、
薬
の

受
け
取
り
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
す
る
た
め
「
な
が
は

ま
お
助
け
帳
」
を
作
成
し

各
施
設
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
更
な
る
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
も
含
め
、
高
齢

者
の
生
活
基
盤
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

人口 人
高齢者数(率) 人
後期高齢者(率) 人
要支援・要介護認定者(率) 人
高齢者のひとり暮らし世帯(率) 世帯
高齢者のみの世帯(率) 世帯
総世帯数 世帯
認知症高齢者数(認知症自立度Ⅱ以上) 人

「第９期ゴールドプランながはま21」第５章から抜粋

●高齢者のひとり暮らし世帯等の状況

令和５年(2023年)

(注1)全市には日常生活圏域に入らないその他が含まれている
　　 ため合計が一致しない場合がある。
(注2)令和５年４月１日現在のデータ
(注3)要支援・要介護認定率は、第２号被保険者(65歳未満)の
　　 要支援・要介護認定者を除いて算出した値

中
川
　
勇
　
議
員（

新
し
い
風
）

独
居
等
高
齢
者
世
帯
で
の

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
等
は
？
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問　

長
浜
市
病
院
事
業

は
赤
字
が
続
き
、
令
和
６

年
度
は
24
億
円
の
赤
字
見

込
み
だ
が
、
ど
の
診
療
科

が
赤
字
な
の
か
、
原
因
の

分
析
と
そ
の
診
療
科
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
問

う
。

答　

２
つ
の
診
療
科
以

外
が
収
支
不
足
と
い
う
結

果
で
し
た
が
、
病
院
独
自

の
試
算
で
も
あ
り
、
引
き

続
き
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
分
析
を
進
め
ま

す
。
赤
字
診
療
科
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

地
域
医
療
と
し
て
の
役
割

や
患
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
収
益
改
善
や
効
率
化

の
可
能
性
に
つ
い
て
総
合

的
に
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

赤
字
診
療
科
に
つ
い

て
、
縮
小
・
再
編
を
含
め

た
見
直
し
を
行
う
の
か
、

問
う
。

答　

現
時
点
で
特
定
の
診

療
科
の
見
直
し
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
患
者
へ

の
影
響
に
鑑
み
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
縮
小
・
再

編
も
含
め
た
検
討
が
必
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

中
川
　
リ
ョ
ウ
　
議
員

（
新
し
い
風
）

目
を
背
け
ず
過
ち
を
正
す
！

問　

事
業
管
理
者
が
病
院

長
を
兼
務
す
る
利
点
は
何

か
、
弊
害
は
な
い
か
。

答　

利
点
は
事
業
管
理

者
が
院
長
を
兼
ね
る
こ
と

で
、
効
率
的
な
組
織
改
革

が
可
能
と
な
り
、
経
営
改

善
を
進
め
る
た
め
に
有
効

で
す
。
弊
害
と
し
て
は
双

方
を
兼
任
す
る
者
に
事
故

が
あ
っ
た
場
合
の
業
務
遂

行
へ
の
支
障
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
代
行
者
を
定
め

危
機
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

問　

医
療
の
中
心
と
な

る
医
師
が
経
営
管
理
ま
で

責
任
を
持
つ
の
は
負
担
が

大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
、
医
療
現
場
の
権
限
と

経
営
の
権
限
は
分
離
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

根
本
的
な
経
営
改

善
が
必
要
な
局
面
に
お
い

て
は
、
現
場
に
管
理
者
の

意
思
決
定
を
速
や
か
に
実

行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
現
場
を
把
握
し
て
い

る
医
師
が
事
業
管
理
者
を

担
う
こ
と
が
最
も
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

権限の分離

病院
経営の権限 医療の権限 田

中
　
真
浩
　
議
員

（
新
し
い
風
）

市
立
長
浜
病
院
経
営
の

改
善
を

問　

昨
年
12
月
に
設
立
さ

れ
た
「
産
学
連
携
人
材
育

成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
は

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
人
材

育
成
対
策
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
な
る
の
か
、
見
解

を
問
う
。

答　

産
学
連
携
人
材
育
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
社

会
が
よ
り
求
め
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
お
り
、

本
市
も
構
成
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
画
し
て
お
り
ま

す
。
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
、
教
育
、
産
業
、
地
域

の
３
つ
の
領
域
が
連
携

し
、
持
続
可
能
な
人
材
育

成
や
地
域
産
業
の
振
興
、

さ
ら
に
は
地
域
の
活
性
化

を
推
進
す
る
重
要
な
基
盤

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
社

会
の
変
化
や
地
域
課
題
に

向
き
合
う
企
業
と
連
携

し
、
講
義
や
実
習
を
通
じ

た
新
た
な
教
育
の
展
開
を

目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
本
市
と
し
ま
し
て
も

今
後
の
展
開
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

加
納
　
義
之
　
議
員

（
新
し
い
風
）

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の

人
材
育
成
の
対
策
は
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各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

一般質問
録画映像QR

個 人 一 般 質 問
問　

令
和
５
年
度
、
県
が

既
存
盛
土
等
の
基
礎
調
査

を
実
施
し
た
な
か
、
住
民

が
危
険
と
判
断
し
対
策
を

求
め
て
い
る
鳥
羽
上
町
切

畑
地
区
が
あ
る
。
今
後
ど

う
対
応
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
問
う
。

答　

今
年
度
か
ら
滋
賀
県

に
お
い
て
安
全
把
握
の
た

め
の
優
先
度
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
過
去
に
お
い

て
土
砂
崩
落
の
発
生
履
歴

の
あ
る
鳥
羽
上
町
切
畑
地

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優

先
度
調
査
の
結
果
が
判
明

す
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
毎
月
１
回
の
定
点
観
測

を
今
後
と
も
継
続
し
、
現

場
の
状
況
に
変
化
が
見
ら

れ
た
場
合
、
関
係
機
関
に

よ
り
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
連
携
体
制
を
整
え

る
と
と
も
に
、
一
日
で
も

早
く
調
査
結
果
が
判
明
す

る
よ
う
、
県
に
要
望
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋
本
　
典
子
　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

「
盛
土
規
制
法
」に
よ
る

盛
土
へ
の
対
応
は
？

議会の新たな取組が始まります！
●委員会のオンライン会議と委員会代表質問の実施可能な体制が確立しました
　長浜市議会では、平成 24 年度以降、議会改革や議会の活性化に取り組んできました。
　令和５年からは「長浜市議会基本条例」の内容を見直し、その結果をもとに、令和６年６月に同条例の一部を
改正しました。その後、令和６年８月には「議会活性化検討委員会」を再び設置し、基本条例の検証で挙げられ
た取組について協議を進めています。
　このたび、その協議結果を踏まえて、令和７年５月23日の議会運営委員会において、「委員会のオンライン会議」、
「常任委員会の委員会代表質問」の実施可能な体制ができました。
　このように、議会活動の柔軟性と透明性をさらに高め、市民の皆さまにもより分かりやすくお伝えすることで、
議会の「見える化」を進めてまいります。

■オンラインによる委員会の開催
　近年、感染症の流行や災害など、不測の事態に備えた議会運営の重要性が高まっています。
　こうした状況を踏まえ、一定の条件下に限り、本会議以外の会議をオンラインで開催することを可能としました。
　この制度により、非常時でも議会の機能を維持できる体制が整います。

【主な開催条件】
・大規模災害や感染症の影響で会議の開催場所に集まることが難しい場合
・公務、疾病、育児、看護、介護、配偶者の出産補助�その他やむを得ない事情がある場合　など

■常任委員会による「委員会代表質問」を導入
　政策提言に向けた議論は、これまで各常任委員会で時間をかけて行われてきましたが、その過程は市民の皆
さまからは見えづらいものでした。
　新たに導入される「委員会代表質問」では、常任委員会でまとめた提言などについて、委員が本会議で市長に
直接質問を行えるようになりました。
　これにより、政策提言までのプロセスを本会議で市民の皆さまにお伝えすることができ、委員会活動の透明性
と政策形成力が一層高まることが期待されます。
　　　【対象委員会】
　　　・総務教育常任委員会
　　　・健康福祉常任委員会
　　　・産業建設常任委員会

　　　【実施可能月】
　　　６月、９月、12月の定例月議会

切土

盛土



11 �ながはま市議会だより

令和７年６月定例月議会議決結果表
●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決・採択したもの

番号 件名

付
託
先
委
員
会

会派

議員

議決結果

新しい風 恵風会 日本
共産党

つなぐ
長浜

公
明
党

無

押
谷　

正
春

加
納　

義
之

竹
本　

直
隆

田
中　

真
浩

中
川　
　

勇

中
川
リ
ョ
ウ

矢
守　

昭
男

伊
藤
喜
久
雄

岩
川　

信
子

大
橋　

延
行

千
田　

貞
之

藤
井　
　

登

松
本　

長
治

鬼
頭　

明
男

髙
山　
　

亨

橋
本　

典
子

北
川　

陽
大

村
山
さ
お
り

鋒
山　

紀
子

杉
本　

英
一

多
賀　

修
平

○市長提出議案（６/24採決）

○請願（６/24採決）

○市長提出議案（６/24採決）

○請願（６/24採決）

○委員会提出議案（６/24採決）

令和７年６月定例月議会では、３件の請願が提出されました

※ 表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。　　※ 会派名の「無」は、会派に属さない議員です。　　※ 議長の髙山亨は採決に加わりません。
※  「趣旨採択」とは･･･請願に対する議会の意思決定は、通常「採択」か「不採択」の2種類ですが、請願の願意については十分に理解できるものの、
実現性の面で確信が持てないといった場合に取られる請願に対しての決定方法をいいます。

●「長浜市長選挙と市議会議員選挙を同時に実施することを求める請願（請願第２号）」
　�選挙執行の効率化や投票率向上などを目的としたもので、趣旨採択となりました。
●「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める請願（請願第３号）」
　�各議員による慎重な審議の結果、不採択となりました。
●「学びの機会の確保についての請願（請願第４号）」
　�長浜市では初めて高校生が提出した請願となりました。病気などの事情により登校
が困難な生徒に対し、授業のWEB配信などによる学びの機会の確保や、自宅以外
で安心して学べる場所の設置を求める内容です。この請願は、委員会審査では趣旨
採択とされましたが、本会議においては、討論後に全員一致で採択されました。

市議会では、今後も市民の皆さまの声を丁寧に受け止め、慎重に審査してまいります。

請願（全文）はこちら➡

総教‥総務教育　健福‥健康福祉　産建‥産業建設　議運‥議会運営

第55号 令和７年度長浜市一般会計補正予算（第１号） 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 × 〇

第59号 令和７年度長浜市一般会計補正予算（第２号） 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 × 〇

第２号 長浜市長選挙と市議会議員選挙を同時に実施
することを求める請願 議運 趣旨

採択 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × - × × 〇 〇 × 〇

第３号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批
准を求める請願 総教 不採択 × × × × × × × × × × × × × 〇 - 〇 × 〇 × × ×

番号 件名 付託先委員会

第４号 学びの機会の確保についての請願 総教

番号 件名 付託先委員会

第２号 適正な事務執行を求める決議 議運

番号 件名 付託先委員会

第56号 令和７年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号） 予算

第57号 長浜市税条例の一部改正について 健福

第58号 損害賠償の額を定めることについて 総教

第60号 工事請負契約について 総教
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議会についての
ホームページは
こちらから見ら
れます。

今後の会議予定（８月１日以降）

次回議会だよりの
発行は

11/1を
予定しています。

長浜市議会
広報広聴委員会
TEL�65-6547

　

う
だ
る
よ
う
な
夏
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
議
会
は
７
月

閉
会
中
で
す
が
、
諸
会
議
や

研
修
等
、
議
会
活
動
は
休
ま

ず
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
定
例
月
議
会

で
は
、
高
校
生
に
よ
る
請
願

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
浜

市
議
会
で
は
初
め
て
の
こ
と

で
す
。
若
い
方
が
問
題
意
識

を
持
ち
行
動
さ
れ
た
こ
と
に

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
の
広

聴
と
は
文
字
通
り
「
市
民

の
声
を
広
く
聴
く
」
と
い
う

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

『
市
井
の
声
を
聴
き
て
始
ま

り
』
ー
こ
れ
か
ら
も
工
夫
し

な
が
ら
「
伝
え
る
」「
聴
く
」

に
努
め
て
い
く
も
の
で
す
。

８月４日（月）� 招集議会
８月21日（木）� 定例常任委員会
８月22日（金）� 議会運営委員会
８月29日（金）� ９月定例月議会本会議（議案上程、提案説明）
９月３日（水）� 議会運営委員会
９月11日（木）� 本会議（質疑、会派代表質問）
９月12日（金）� 本会議（個人一般質問）
９月16日（火）� 本会議（個人一般質問）
９月17日（水）� 産業建設常任委員会、予算分科会、決算分科会
９月19日（金）� 健康福祉常任委員会、予算分科会、決算分科会
９月24日（水）� 総務教育常任委員会、予算分科会、決算分科会
９月26日（金）� 予算常任委員会、決算特別委員会
９月30日（火）� ９月定例月議会本会議（委員会報告、討論、採決）

定例月議会は、３月、６月、９月、
12 月に開催します。傍聴をご希
望の方は、会議開催日に、長浜市
役所６階議会事務局までお越しく
ださい。

※ 日程は変更される場合があります。このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。
詳しくはホームページまたは議会事務局へご確認ください。

議会をもっと知ろう

議会を傍聴しよう

議会における行政評価についての
行政視察を行いました
議会活性化検討委員会
視察日　令和7年 5月 27日（火）
視察先　三重県いなべ市
視察内容
　いなべ市議会が取り組んでおられる議会改革お
よび行政評価の具体的な取組について視察を行い
ました。本市議会においても、市民参画を意識し
た行政評価の検討を進めてまいります。

防災意識に関する
市民アンケートにご協力ください！
　総務教育常任委員会で、防災意識に関する市
民アンケートを実施しています。
　長浜市議会では、市民が安心し住みやすいま
ちにするために、『地域防災力の向上』と併せて、
市民一人ひとりの防災意識を高めることが大切
だと考えています。
　市民の皆さまが災害時にどのように「情報を受
け取り」「伝え」「行動」しているかを把握し、そ
の結果を今後の市の防災施
策に反映できるよう政策提言
へつなげてまいります。
　皆さまのご意見をぜひお
聞かせください。

　アンケート期間
　令和7年 8月 8日（金）まで

　　　　��市民アンケートの回答は
　　　　　　　　　　�こちらから

視察報告は
こちら


